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3月末人口世帯数

14，344人

(3月中の異動=転入

転出279 出生14

死亡 16 職権記載 6

職権消除 1=202人減〕

世帯数 3，883世帯

C3月中の異動=
10世帯減〕

人口
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減
税
、
福
祉
策
も
見
落
と
さ
ず

三
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
六
日
間
の
会
期
で
、
長
浜

町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
二
一
月
に

開
か
れ
る
議
会
は
、
四
月
か
ら

始
ま
る
新
し
い
年
度
の
予
算
を

審
議
す
る
こ
と
が
中
心
で
、
と

ん
ど
は
昭
和
四
十
六
年
度
の
予

算
の
ほ
か
、
条
例
の
改
正
な
ど
、

町
側
か
ら
提
出
し
ま
し
た
三
十

二
件
に
の
ぼ
る
議
案
が
、
町
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
選
出
さ
れ
た

各
議
員
さ
ん
に
よ
っ
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
と
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
私
た
ち
の
町
の

台
所
予
算
で
あ
る
今
年
度
の
一

般
会
計
は
昨
年
の
当
初
予
算
に

く
ら
べ
約
三
億
円
(
四
十
九
幹
)

多
い
九
億
一
千
七
百
十
九
万
四

千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
な
い
大
き
な
予
算
に
な

っ
た
の
は
、
今
年
度
は
青
島
へ

電
気
を
入
れ
る
事
業
や
地
方
改

善
事
業
と
し
て
出
海
地
区
へ
住

宅
を
建
て
る
な
ど
の
新
し
い
事

業
が
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
ひ
き

つ
づ
き
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
災
害
復
旧
事
業
、
そ
し
て

と
く
に
こ
と
し
か
ら
は
、
遅
れ

て
い
る
道
路
の
整
備
に
ピ
ッ
チ

を
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
た

め
こ
れ
ら
の
建
設
的
事
業
費
が

か
さ
ん
だ
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
公
害
対
策

費
を
新
設
し
た
こ
と
、
新
し
く

発
足
す
る
乳
児
保
育
所
へ
の
委

託
料
、
児
童
手
当
の
支
給
に
か

か
る
予
算
な
ど
の
ほ
か
、
全
般

的
に
い
え
る
人
件
費
、
物
件
費

な
ど
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
る
も

の
が
そ
の
お
も
な
原
因
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ

き
、
今
年
度
の
予
算
も
、
年
度

内
の
財
政
計
画
を
当
初
に
盛
り

込
ん
だ
総
会
予
算
主
義
に
よ
っ

て
計
上
さ
れ
た
も
の
で
す
。

で
は
、

ζ

の
予
算
が
具
体
的

に
は
ど
の
よ
ろ
な
こ
と
に
ど
れ

く
ら
い
使
わ
れ
る
の
か
、
ま
た

予
算
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
一
ら
ま
し
を
の
ぞ
い
て
見
ま
し
ょ

と
が
決
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
一
ぅ
。

マ
一
般
会
計
予
算

九
億
一
干
七
百
十
九
万

四
千
円

新
年
度
の
と
の
会
計
で
使
わ

れ
る
予
算
を
目
的
別
に
見
ま
す

と
、
一
番
多
く
使
わ
れ
る
の
が

民
生
費
で
約
一
億
四
千
七
百
万

円
(
約
一
六
M
m
)

、
つ
い
で
教

育
費
約
一
億
三
千
三
百
万
円

(
約
一
四
M
m
)

、
農
林
水
産
業
費

約
一
億
二
千
百
万
円
(
約
一
三

労
)
、
災
害
復
旧
費
約
一
億
二

千
百
万
円
(
約
十
三

M
3
、
総

務
費
約
九
千
三
百
万
円
(
約
一

O
M
m
)

、
公
債
費
約
七
千
七
百

万
円
(
約
八
%
)
、
土
木
費
約

七
千
三
百
万
円
(
約
八

M
E
、

衛
生
費
約
六
百
四
十
万
円
(
約

七
M
m
)

、
諸
支
出
金
約
五
千
九

百
万
円
(
約
六
M
m
)

、
消
防
費

約
一
千
百
万
円
(
約
一
川
君
、

議
会
費
約
一
千
万
円
(
約
一
%

こ
の
ほ
か
商
工
費
約
八
百
万
円

予
備
費
約
百
二
十
万
円
、
労
働

費
五
万
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
の
予
算
の
内
容
を
、

わ
か
り
や
す
く
分
類
し
て
見
る

に
は
、
道
路
を
つ
け
た
り
施
設

を
建
て
る
と
い
っ
た
「
建
設
的

投
資
事
業
費
」
と
人
件
費
や
物

件
費
な
ど
の
「
消
費
的
経
費
」

と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま

す
。
こ
の
方
向
か
ら
予
算
内
容

を
見
て
み
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

大
和
小
学
校
も
改
築

数
で
は
道
路

uu建
設
的
投
資

事
業
費
H

総
額
四
億
七
千
二
百
八
万
一

千
円
で
、
総
予
算
の
五
一
・
五

%
に
あ
た
り
ま
す
。

内

容

マ
青
島
電
気
導
入
事
業
費
に

約
五
千
九
百
万
円

地
方
改
善
事
業

マ
出
海
地
区
へ
の
二
十
四
戸

分
住
宅
建
設
事
業
費
に
約
五
千

万
円
マ
今
坊
の
橋
立
浜
飲
料
水

施
設
の
新
設
、
白
滝
の
道
上
地

区
道
路
改
良
、
港
町
下
水
排
水

路
の
新
設
、
下
須
戒
の
新
造
替

地
地
区
道
路
改
良
工
事
費
な
ど

に
約
七
百
二
十
万
円

建

物
マ
大
和
小
学
校
改
築
事
業
費

に
約
四
千
七
百
万
円
マ
柴
公
民

館
建
設
事
業
費
に
約
一
千
五
百

万
円
マ
回
ノ
測
集
会
所
建
設
事

業
費
に
約
二
百
二
十
万
円

構
造
改
善
事
業

マ
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
費
に
約
四
千
二
百
万
円
マ
林

業
構
造
改
善
事
業
費
に
約
一
千

八
百
万
円

道

路
町
道
マ
戒
川
の
大
平
線
、
喜

多
灘
白
滝
線
、
下
須
戒
の
大
陰

線
、
柴
の
峯
大
越
線
、
出
石
郷

ノ
峠
線
、
出
海
の
A
ロ
代
線
、
白

滝
の
白
山
線
、
戒
川
の
久
保
木

線
、
そ
の
ほ
か
町
内
各
所
の
改

良
舗
装
費
に
約
三
千
八
百
万
円

マ
豊
茂
の
駄
場
道
路
新
設
事
業

費
に
五
百
万
円

マ
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
一
ま
た
、
周
年
度
か
ら
は
育
児
一
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

算

一

手

当

支

給

条

例

が

新

し

く

設

け

l

l

J

八
百
六
十
九
万
七
千
円
(
昨
一
ら
れ
、
出
生
後
六
か
月
以
内
の
一
工
業
用
水
道

年
度
よ
り
三
十
九
万
九
千
円
一
赤
ち
ゃ
ん
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い
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家
庭
に
育
児
-

マ

四

民

健

康

保
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特
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会
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想

一

手

当

と
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て

月

三

百

円

が

支

給

事

業

を

設

置

一
一
さ
れ
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こ
と
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な
り
ま
し
た
。
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目
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J
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ま
す
。
ま
た
、
給
付
望
書
定
金
川
債
金
計
一
定
用
〕
喜
一
は
計
定
債
一
定
費
子
計
一
を

算

予

収

一

予

費

供

安

一

円

陣

予

一

予

一

膚

附

さ

れ

た

こ

と

に

よ

っ

て

ふ

え

た

予

入

雑

一

出

手

r

干

加

入

一

出

一

審

葬

祭

費

三

十

五

万

円

な

ど

が

日

計

収

料

(

一

支

長

施

一

?

特

収

一

支

良

利

一

回

目

ト

官

軒

下

直

営

診

療

所

一

時

助

J

i

h
誠

一

業

一

一

改

金

一

蹴

特

別

会

計

予

算

業

一

道

計

一

一

出

還

易

一

る

)

雄

一

二

う

八

百

十

万

七

千

円

(

昨

年

度

事

会

一

支

償

簡

一

す

う

用

一

設

入

α

よ

り

一

二

十

八

万

四

千

円

増

)

描

覗

一

業

震

語

講

一

の

勘

マ
港
湾
特

.1待
浄
3

3

、
γは

ペ

崎

一

九

崎

清

い

い

げ

は

建

借

合

一

一

僻

一
林
道
マ
柴
の
語
、
戒
川
の

τ牛
度
は
極
力
む
だ
を
押
え
て
昨
一
お
い
て
四
十
七
年
一
月
か
ら
実
問
国

樫
谷
、
豊
茂
の
谷
上
の
林
道
開
一
年
度
よ
り
約
八
労
少
な
く
な
っ
一
施
さ
れ
る
見
と
お
し
で
す
が
、

設
事
業
費
に
七
百
十
万
円
一
て
い
ま
す
。
と
く
に
新
し
く
目
一
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間

員
道
マ
上
老
松
農
道
新
設
事
一
立
つ
も
の
と
し
て
は
マ
長
浜
乳
一
長
浜
町
児
童
手
当
支
給
条
例
を

業
の
補
助
費
に
二
百
五
十
万
円
一
児
保
育
所
へ
の
委
託
料
約
一
千
一
定
め
て
四
十
六
年
度
(
四
月
一

県
道
マ
八
幡
浜
長
浜
線
、
櫛
一
百
万
円
マ
公
害
対
策
費
約
五
百
十
日
)
か
ら
町
独
自
で
の
児
童
手

生
大
洲
線
改
良
費
負
担
金
約
二
万
円
マ
四
月
か
ら
支
給
す
る
こ
一
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

千

百

万

円

↑

と

に

な

っ

た

児

童

手

当

約

百

六

一

し

た

。

和
配
釦
問
一
十
万
円
ー
な
ど
と
な
っ
て
お
り
一
こ
の
手
当
が
も
ら
え
る
方
は

I
l
l
i
-
-

一

ま

す

。

↑

義

務

教

育

(

中

学

校

)

ま

で

の

マ
喜
多
灘
漁
港
建
設
事
業
費
↑

l
川
|
|
パ
川
川
町
一
児
童
を
四
人
以
上
扶
養
し
て
い

に
約
一
千
万
円
マ
長
浜
港
改
修
一

p
p
-
M
h川
一
る
保
護
者
の
方
で
、
囚
人
目
か

工
事
費
負
担
金
約
六
百
九
十
万
一

P
(

孟

f
一
ら
の
児
童
を
対
象
に
支
給
さ
れ

円
マ
漁
礁
設
置
事
業
費
に
約
二

ζ
己

酔

純

一

ま

す

。

千

万

円

↑

M
L川
』

訓

切

一

一

広

M

L

U

K
畑
一
一
手
当
の
額
は
、
月
一
千
円

そ

の

他

一

k

u

r

h
制
一
支
給
は
、
六
月
、
九
月
、
十

マ
有
線
放
送
施
設
改
良
事
業
一
コ
右
肩
咽
一
一
一
月
、
二
一
月
の
一
一
一
か
月
ご
と
に

費
に
約
七
百
四
十
万
円
マ
豊
茂
十

E
E
a

」
"
"
目
一
支
給
さ
れ
ま
す
。

櫛
生
、
上
老
松
地
区
へ
の
防
火
一
ず
E

J

-

J

L

、

貯

水

槽

建

設

事

業

に

約

百

四

十

一

岡

田

」

ノ

車
一
覧
誠
一
醐
一
関
路
一
時
一
唯
一
町
民
税
の
課
税
率
が
四
十
六

万
円
マ
交
通
安
全
施
設
整
備
事
一
向
日
明
一
試

U
に
い
尚
一
一
切
制
さ
れ

業
費
に
約
百
十
万
円
マ
柴
地
区
一
た
と
え
ば
、
課
税
所
得
額

二
カ
所
の
治
山
治
水
事
業
に
約
一
(
控
除
後
の
所
得
)
が
五
十
万
円

百
万
円
マ
海
岸
線
果
樹
園
倒
の
濯
一
の
方
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
一

水
施
設
建
設
事
業
補
助
費
に
約
一
万
七
千
三
百
円
税
金
が
か
か
っ

五
十
万
円
V
町
内
各
所
へ
の
街
-
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
六
年
度

路
灯
設
置
事
業
費
に
五
十
万
円
一
か
ら
は
一
万
四
千
五
百
八
十
円

マ
消
火
栓
増
設
改
良
事
業
に
四
一
で
済
み
、
二
千
七
百
二
十
円
も

十
五
万
円
マ
柴
地
区
、
豊
茂
地
一
安
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
の
ポ
シ
プ
置
場
建
設
事
業
費

に
四
十
万
円
マ
そ
の
ほ
か
年
賦

金
な
どH

消
費
的
経
費
日

総
額
三
億
三
千
五
百
十
一
万

三
千
円
。内

容

と
の
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
人

件
費
や
物
件
費
、
使
用
料
、
負

担
金
、
調
査
費
な
ど
で
、
新
し

く
設
け
た
と
い
う
よ
う
な
予
算

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
今

特
別
会
計

七
百
十
四
万
四
千
円
(
昨
年

度
よ
り
六
十
五
万
三
千
円
減
)

マ
青
島
航
路
特
別
会
計
予
算

六
百
五
万
三
千
円
(
昨
年
度

よ
り
二
十
七
万
三
千
円
増
)

月1，000円

児童手当を支給

児
童
手
当
の
支
給
は
、
国
に

，
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・・・・・
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葬祭費を 1，500円引上げ

育児手当も支給
国
民
健
康
保

険
に
入
っ
て
い

る
方
が
死
亡
さ

れ
た
場
合
、
こ

れ
ま
で
、
ひ
と

り
に
つ
き
二
千
円
の
葬
祭
費
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四

十
六
年
度
(
四
月
一
日
〉
か
ら

は
こ
れ
が
三
千
五
百
円
支
給
さ

れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

①一一一~も
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公営事業課を廃止

四
十
六
年
度
(
四
月
一
日
)

か
ら
公
害
係
を
含
め
た
環
境
を

守
る
行
政
を
充
実
す
る
た
め
、

衛
生
課
を
新
設
、
一
方
、
公
営

事
業
課
は
、
水
道
事
業
が
企
業

法
の
適
用
で
独
立
し
た
な
ど
の

関
係
て
そ
の
意
義
と
価
値
が

薄
れ
て
き
た
た
め
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

衛
生
課
の
事
務
内
容
に
つ
い
て

は
二
面
の
「
役
場
内
の
機
構
一

部
変
わ
る
」
の
記
事
の
と
こ
ろ

人
権
擁
護
委
員
に

大
田
武
豊
さ
ん

を
推
せ
ん

任
期
満
了
に
と
も
な
い
人
権

擁
護
委
員
の
選
出
に
長
浜
町
で

は
ひ
き
つ
づ
き
長
浜
十
六
区
の

大
田
武
豊
さ
ん
(
六
十
一
才
)

を
推
せ
ん
し
ま
し
た
。

「
ほ
れ
る
な
ら
、
陸
海
軍
の

軍
人
よ
り
も
、
大
学
通
い
の
書

生
さ
ん
。
末
は
博
士
か
ね
大
臣

か
国
会
議
員
か
頼
母
し
ゃ
」
こ

れ
は
年
輩
の
人
な
ら
よ
く
知
っ

て
い
る
「
ナ
ノ
サ
」
節
の
一
こ

ま
で
あ
る

V
戦
時
中
あ
る
小

学
校
の
教
頭
先
生
な
げ
い
て
い

わ
く
「
わ
し
の
給
料
は
一
時
間

当
り
二
十
七
銭
五
厘
に
し
か
な

ら
ぬ
。
芸
者
の
花
代
の
三
分
の

一
に
も
足
ら
ん
の
じ
ゃ
か
ら
情

け
な
い
話
じ
ゃ
」
V
そ
の
こ
ろ
、

ほ
か
の
あ
る
校
長
は
「
ど
う
も

雑
誌
の
立
志
伝
の
見
出
し
が
気

に
食
わ
ん
一
小
学
教
員
よ
り
身

を
お
こ
し
と
は
何
ご
と
じ
ゃ
。

小
学
教
員
は
最
低
の
職
業
じ
ゃ

と
思
い
く
さ
っ
と
る
」
と
憤
慨

し
た

V
博
士
は
最
高
の
地
位
だ

と
考
え
、
小
学
校
の
先
生
は
最

低
と
考
え
る
よ
う
な
一
般
の
風

調
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が

つ
い
こ
の
間
こ
れ
と
反
対
の
こ

と
を
あ
る
大
学
の
先
生
か
ら
さ

い
た
。
「
小
学
校
の
先
生
で
は

ラ
チ
が
あ
か
ん
と
思
い
文
検

(
文
部
省
の
中
等
教
員
免
許
資

格
検
定
試
験
)
を
と
り
文
理
大

学
に
は
い
っ
て
さ
ら
に
研
究
を

つ
み
、
博
士
論
文
に
パ
ス
し
て

大
学
の
先
生
に
な
っ
た
が
、
月

給
は
、
昔
同
僚
で
あ
っ
た
小
学

校
の
先
生
と
、
ち
っ
と
も
変
わ

ら
な
い
、
と
こ
ぼ
す
の
で
あ

る
V
民
主
々
義
と
い
う
も
の
が

こ
の
よ
う
に
努
力
し
た
者
も

し
な
か
っ
た
者
も
一
様
に
平
等

と
い
う
名
の
地
な
ら
し
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
か

V
一
こ
ろ
「
正

直
者
が
パ
カ
を
み
る
」
と
い
ラ

こ
と
ば
が
は
や
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
努
力
を
し
た
者
に
報
い

が
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と

社
会
の
進
歩
は
止
ま
っ
て
し
ま

ラ
V
人
聞
の
努
力
と
能
力
発
揮

を
正
当
に
評
価
し
、
こ
れ
に
む

く
い
る
こ
と
の
あ
る
社
会
に
人

は
生
き
が
い
を
庵
す
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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老
朽
校
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
四
十
六
年
度
か
ら
順
次
改
築

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
の
建
設
は
、
水

に
最
も
不
便
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
順
次
全
校
に
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
害
対
策

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
わ

れ
わ
れ
が
や
る
こ
と
の
で
き
る

ま
た
、
町
、
が
ど
う
し
て
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
最

大
限
に
取
り
あ
げ
て
ゆ
く
た
め
一
を
適
確
に
読
み
と
れ
る
デ
l
タ

一

っ

て

立

て

ら

れ

た

。

「

広

域

市

町

一

@

新

し

く

『

衛

生

課

』

が

で

き

国

や

県

と

も

密

接

な

連

絡

を

保

一

の

集

積

を

行

な

っ

て

お

き

た

い

一

村

圏

建

設

計

画

」

を

足

が

か

り

一

ま

し

た

o

こ
の
衛
生
課
に
は

ち

、

各

種

の

調

査

研

究

資

料

の

一

と

考

え

ま

す

。

一

と

し

て

、

四

十

六

年

度

中

に

策

一

こ

れ

ま

で

な

か

っ

た

公

害

対

回

集

に

つ

と

め

る

い

っ

ぽ

う

、

一

ま

た

、

公

害

に

つ

い

て

は

単

一

定

し

、

広

く

住

民

参

加

の

も

と

一

策

事

務

も

含

ま

れ

て

い

ま

す

公

害

予

防

、

排

除

に

か

ん

す

る

一

に

大

型

企

業

だ

け

に

つ

い

て

で

一

に

向

う

べ

き

方

向

を

明

確

に

打

一

@

公

営

事

業

課

が

廃

止

さ

れ

ま

万

全

の

措

置

が

取

れ

る

よ

う

態

一

は

な

く

、

地

場

産

業

に

も

厳

し

一

ち

出

し

た

も

の

を

議

会

で

決

定

一

し

た

。

勢

固

め

を

行

な

う

こ

と

に

し

て

一

い

規

制

の

方

針

を

も

ち

、

あ

わ

一

し

こ

の

構

想

の

上

に

基

本

計

画

一

@

こ

れ

ま

で

住

民

課

で

扱

っ

て

お

り

、

ま

ず

、

行

政

機

構

上

で

一

せ

て

、

ご

み

処

理

、

し

尿

処

理

一

と

実

施

計

画

を

の

せ

て

、

年

々

一

い

た

保

健

衛

生

事

務

、

国

民

百

軍

事

詩

一

議

謀

議

長

一

軒

鶴

見

江

戸

わ

っ

河

一

健

康

保

険

事

務

、

患

者

輸

送

国

保

、

保

健

衛

生

の

係

の

ほ

か

一

河

川

の

美

化

な

と

、

あ

ら

ゆ

る

二

古

川

富

と

し

て

最

も

要

請

さ

一

事

務

な

ど

が

、

新

し

く

で

に

公

害

を

含

め

た

環

境

保

全

に

一

環

境

保

全

に

か

ん

す

る

施

策

を

一

れ

る

姿

で

あ

る

と

考

え

ま

す

。

一

ぎ

た

衛

生

課

に

移

さ

れ

ま

し

関

す

る

専

任

の

係

を

設

置

し

て

一

集

中

強

化

さ

せ

、

豊

か

で

明

る

一

さ

ら

に

職

員

に

つ

い

て

も

、

一

各

種

の

事

務

施

策

を

推

進

さ

せ

一

く

住

み

よ

い

町

叩

つ

く

り

を

実

現

一

こ

の

計

画

性

を

養

う

よ

う

務

め

一

@

こ

れ

ま

で

公

営

事

業

課

で

扱

る

ほ

か

、

広

く

学

識

経

験

者

を

一

さ

せ

た

い

と

考

え

ま

す

。

し

か

一

さ

せ

、

職

員

団

々

の

能

力

開

発

一

っ

て

い

た

、

じ

ん

芥

処

理

事

中

心

と

す

る

公

害

対

策

委

員

会

一

し

、

こ

の

た

め

に

は

住

民

の

方

一

を

は

い

い

叫

ん

伊

尋

問

帆

語

、

三

一

務

(

ど

み

処

理

な

ど

の

こ

と

)

や

公

害

モ

ニ

タ

ー

な

ど

を

設

置

一

ひ

と

り

ひ

と

り

の

ご

協

力

が

な

一

比

一

山

が

け

て

い

ま

す

。

{

ま

し

一

や

火

葬

場

事

務

も

新

し

く

で

し
真
に
住
民
の
安
心
が
願
え
る
一
く
て
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
一

l
i
l
!

一

と

「

環

境

係

」

の

二

つ

に

分

け

一

た

。

一

き

た

衛

生

課

に

移

さ

れ

ま

し

よ
ち
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
一
社
内
っ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
一
ー
崎
市
川

ι

一

つ

ぎ

の

よ

う

に

事

務

を

分

担

し

一

一

た

。

の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
手
始
一

1

1

1

1

1

1

1

1

一
産
業
の
振
興
が
な
け
れ
ば
、
一

q臨
海
工
業
開
発
に
と
も
な
い

め
の
仕
事
と
し
て
は
、
国
、
県
一
言
べ
て
に
計
画
性
を
一
豊
か
な
く
ら
し
は
な
く
、
健
康
一
一

l
J

掛

「

|

保

健

衛

生

事

務

一

一

水

道

課

に

新

し

く

工

業

用

水

の
広
域
気
象
に
か
ん
す
る
総
合
一
ま
た
、
こ
れ
ら
地
方
紅
白
の
一
で
な
け
れ
ば
明
る
い
く
ら
し
は
一
一
一

i
i
l国
民
健
康
保
険
事
務
一
な
と
一
道
]
僚
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

事

前

調

査

に

呼

応

し

、

当

町

で

一

推

進

に

あ

た

っ

て

は

、

す

べ

て

一

あ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

公

共

施

一

一

課

一

一

保

一

一

一

@

産

業

課

の

振

興

係

を

、

第

一

は
@
住
民
の
現
在
の
健
康
状
態
一
に
計
画
性
(
明
確
な
目
標
目
的
一
設
の
充
実
と
美
し
い
環
境
が
な
↑
一
一
コ
一
一
回
一
|
患
者
輸
送
車
事
務
一
係
と
第
二
係
に
分
け
、
つ
智

略

的

納

長

嶺

思

監

一

副

ド

耳

目

臨

時

一

郡

山

龍

野

川

北

川

内

一

一

生

一

l
恥

一

一

一

の

よ

う

に

事

務

を

分

担

し

て

一

時

現

時

四

ほ

ふ

ド

一

日

制

首

相

川

訪

れ

れ

V
一

品

主

、

「

肝

位

語

一

衛

一

一

一

一

係

一

語

講

払

公

害

対

策

一

な

と

一

れ

い

れ

冗

す

る

こ

と

に

な

り

一

各

種

基

礎

調

査

を

お

こ

な

っ

て

一

い

と

思

い

ま

す

。

長

浜

町

建

設

一

高

山

町

牢

桂

引

い

市

一

一

「

時

一

じ

ん

芥

処

理

事

務

一

一

振

興

第

一

係

農

林

業

事

一

今
後
の
ラ
つ
り
か
わ
り
の
変
化
一
の
墓
本
は
、
こ
の
計
画
性
ー
を
も
一
を
切
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
o

一

「

L

火

葬

場

事

務

一

務

、

林

業

構

造

改

善

事

務

、

一

庶

務

一

振
興
第
二
係
l
l水
産
業
主

池

田

登

氏

八

上

下

、

水

道

の

区

の

上

水

道

に

つ

い

て

は

、

四

門

質

問

〕

工

業

誘

致

な

ど

町

の

一

務

、

商

工

観

光

事

務

、

国

営

一

こ

と

V

十

七

年

度

か

ら

五

か

年

計

画

で

発

展

策

を

進

め

て

ゆ

く

に

は

、

洲

尾

勝

利

氏

一

パ

イ

ロ

ッ

ト

霊

来

事

筋

一

八

ご

み

処

理

の

こ

と

V

研

究

調

査

を

進

め

て

ゆ

き

た

い

町

民

が

一

つ

に

な

る

こ

と

が

た

一

門

質

問

〕

下

水

道

に

よ

る

公

害

ハ

老

人

福

祉

の

こ

と

V
一

一

い

せ

つ

で

あ

り

、

そ

の

気

運

を

一

血

門
質
問
〕
産
業
廃
棄
物
を
含
め
が
出
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
最
八
港
湾
の
こ
と

V

一

一

も

は

え

や

す

い

海

の

ア

オ

サ

も

つ

く

っ

て

ゆ

く

こ

と

が

た

い

せ

門

質

問

〕

七

十

才

以

上

の

方

の

一

一

る
と
こ
ん
ど
で
き
た
焼
却
場
で
生
え
な
い
状
態
が
出
て
い
る
。
〔
質
問
〕
現
在
の
長
浜
港
は
中
つ
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
が
少
し
医
療
費
を
、
十
割
公
費
負
担
に
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一

不
十
分
と
考
え
る
が
、
将
来
今
後
の
下
水
道
に
は
釜
本
処
理
途
半
ば
で
遺
憾
だ
ら
け
だ
、
と
欠
け
て
い
る
と
日
守
。
こ
の
こ
す
る
考
え
は
な
い
か
o

一

為

一

ど
う
さ
れ
る
見
と
お
し
か
。
場
を
つ
く
る
べ
さ
だ
と
思
う
が
く
に
船
の
出
入
り
が
非
常
に
因
と
に
つ
い
て
と
う
考
え
て
い
る
ま
た
、
高
令
者
年
金
の
受
給
該
一
漉
劇
大
会
で
一

門
答
弁
〕
二
十
ト
ン
そ
の
考
え
は
あ
る
か
o

難

な

状

態

で

あ

る

の

で

港

湾

の

か

。

当

者

(

現

在

八

十

才

以

上

の

方

一

]
f
L
I
i
一

込
夢
の
処
理
能
力
が
あ
著
書
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
改
修
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
改
門
答
弁
〕
工
業
開
発
を
進
め
て
が
受
給
)
を
七
十
五
才
に
引
三
割
天

8
1
i
関

F
一

鱒
繍
翻
る
の
で
、
家
庭
の
だ
と
思
う
。
臨
海
工
業
開
発
が
修
の
際
に
は
地
元
漁
民
主
忌
見
ゆ
く
最
初
に
も
、
挙
町
体
制
(
町
下
げ
る
考
え
は
な
い
か

O

一

一

問
削
蝉
ゴ
ミ
は
完
全
に
、
進
む
に
つ
れ
て
人
口
増
加
な
ど
も
生
か
さ
れ
た
い
。
を
あ
げ
て
)
を
つ
く
り
あ
げ
門
答
弁
〕
い
ず
れ
も
前
向
さ
の
一
日
赤
奉
仕
団
の
活
動
資
金
募
一

開
作
臨
ま
た
、
産
業
廃
棄
が
考
え
ら
れ
、
根
本
的
に
市
街
〔
答
弁
〕
私
も
遺
憾
だ
。
対
策
た
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
か
た
ち
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
一
集
を
目
的
と
し
て
、
さ
る
三
月
一

購
翻
騨
物
も
あ
る
程
度
の
化
計
画
を
検
討
す
る
時
期
が
ぎ
と
し
て
は
、
抜
本
的
な
大
長
浜
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
申
し
ゆ
き
た
い
。
-
十
四
日
に
体
育
館
で
開
催
し
た
一

審

舗

も

の

は

処

理

し

て

て

い

る

の

で

、

室

、

下

水

道

港

湾

計

画

を

た

て

て

ゆ

く

こ

と

上

げ

た

が

、

今

後

も

イ

姿

勢

提

正

和

氏

一

演

劇

大

会

内

み

な

さ

ん

か

ら

一

型

自

齢

ゆ

く

考

え

だ

。

問

題

に

つ

い

て

は

専

門

家

と

検

が

必

要

だ

と

思

う

が

、

そ

の

際

で

進

め

て

ゆ

く

考

え

た

一

予

想

以

上

の

好

評

を

い

た

だ

一

瞬
樹
齢
門
質
問
〕
ご
み
捨
討
し
合
っ
て
充
実
し
た
整
備
計
専
門
家
の
技
術
品
元
の
方
の
な
お
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
八
フ
ェ
リ
ー
の
こ
と

V
一
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
一
一
十
万
六
一

鞠
鱒
て
禁
止
場
所
へ
ご
画
を
た
て
て
ゆ
ぎ
た
い
o

経

験

を

プ

ラ

ス

し

て

総

合

的

な

う

な

方

、

団

体

に

た

い

し

て

も

王

五

卜

円

の

純

益

が

あ

り

ま

し

一

穣
鑓
み
を
捨
て
て
い
る
門
質
問
〕
最
近
の
上
水
道
の
問
計
画
を
た
て
る
こ
と
が
必
要
f

開
発
問
題
に
限
ら
ず
町
政
に
つ
富
田
長
点
、
上
関
ブ
い

1
一

た

。

一

橋
峰
山
夫
状
が
あ
る
が
、
題
解
決
(
故
障
に
よ
る
断
水
が
と
考
え
る
。
未
確
定
だ
が
四
J
l

い
て
の
話
し
合
い
を
拒
否
し
た
ー
は
全
面
川
判
断
に
な
っ

1
ヵ
一
こ
の
収
益
は
、
全
額
、
己
主

鞠
盤
こ
れ
ら
の
対
策
は
多
い
こ
と
な
ど
)
に
つ
い
て
の
六
年
度
の
県
の
補
正
予
算
の
中
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
再
開
の
見
込
長
ワ
コ

1
3一
奉
仕
団
の
活
動
資
金
に
活
用
し
一

鱒

盤

問

答

弁

〕

行

政

指

考

え

を

伺

い

た

い

。

川

、

乙

の

計

画

一

費

が

あ

る

程

度

再

検

討

は

?

一

今

後

の

自

主

的

運

営

の

強

化

と

一

輔
副
麟
導
を
し
て
ゆ
く
ほ
門
答
弁
〕
と
く
に
旧
町
内
の
施
ゴ
向
上
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
二
宮
金
之
助
氏
門
答
弁
〕
道
路
事
情
や
開
発
の
一
活
動
の
活
発
化
、
明
る
く
住
ム

離

幅

離

方

、

衛

生

協

力

委

設

に

つ

い

て

は

、

つ

く

ら

れ

て

恩

う

の

で

町

も

い

っ

し

ょ

に

や

遅

れ

が

原

因

で

こ

の

よ

う

な

状

一

よ

い

町

つ

く

り

に

務

め

た

い

と

一

曜

日

己

科

目

日

叶

日

出

町

山

長

計

五

開

通

防

皆

川

目

立

与

民

間

品

川

れ

わ

U
I
U
J後
と
も
」
協
力
一

い
よ
ろ
に
し
た
い
。
な
い
て
口
四
十
六
年
度
か
ら
は
、

k
道
下
ッ
チ
し
た
計
画
②
工
業
だ
け
で
ま
昭
和
サ
ボ
ア
に
肩
代
わ
り
す
が
、
と
り
あ
え
ず
一
年
間
は
用
の
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
で
も
本
四

を
独
立
さ
せ
、
こ
れ
ら
恥
問
題
な
く
交
通
、
輸
送
流
通
の
拠
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
く
経
船
(
チ
ャ
ー
タ
ー
ー
船
)
に
す
£
一
紙
上
を
借
り
、
お
礼
に
か
え
き

れ
ら
の
問
題
な
と
主
芝
、
四
に
取
り
組
め
る
よ
ラ
な
機
構
の
点
と
な
る
性
格
に
あ
ワ
た
計
図
ひ
な
お
す
の
か
o

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
乙
の
間
一
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
六
年
度
か
ら
は
衛
生
課
の
独
改
革
を
す
る
ほ
か
、
当
面
二
百
③
商
業
港
と
漁
港
の
分
離
な
〔
答
弁
〕
相
手
方
が
別
法
人
に
に
じ
っ
く
り
検
討
し
、
比
較
的

立
、
焼
却
場
職
員
二
人
設
置
、
収
万
円
の
予
算
を
組
み
、
こ
の
対
と
の
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
変
わ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
操
業
早
い
将
来
、
再
開
で
き
る
よ
う

集

費

を

増

額

し

収

集

日

を

一

週

策

に

取

り

組

む

こ

と

に

し

て

い

内

容

な

ど

、

内

容

は

全

く

変

わ

責

任

を

も

っ

て

約

束

す

る

の

聞

に

二

固

に

す

る

な

ど

、

対

策

る

。

な

お

、

施

設

の

古

さ

か

ら

ら

な

い

の

で

、

そ

の

ま

ま

適

用

で

、

し

ば

ら

く

時

間

を

与

え

て

を

講

じ

て

い

る

。

と

く

に

故

障

の

多

い

旧

長

浜

地

す

る

こ

と

に

な

る

。

い

た

だ

き

た

い

。
役
場
内
の
機
構
一
部
か
わ
る

儲幽議併噌磁単訟当能

な
ど
の
」

と
は

ノ¥

四
月
一
日
か
ら
、
役
場
の
し
一
し
た
。
お
お
ま
か
に
は
、

ご
と
の
機
構
が
一
部
変
わ
り
ま
一
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

(衛)
(生)
(課)

(あ)
(ん)
(な)
(い)

ハ

工

業

開

発

の

こ

と

V

JII 

儀
三
郎

氏



一
っ
た
も
の
を
上
げ
て
も
左
の
表

一
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
た
く
さ
ん

あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
を
見
れ
ば
、
区
長
一

さ
ん
だ
け
に
何
も
か
も
背
負
わ

さ
な
い
よ
う
、
お
互
い
区
の
住
一

民
が
助
け
合
っ
て
、
仕
事
を
分
一

一
担
し
合
う
心
が
け
が
た
い
せ
つ
一

一
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

二
長
会
ー
一

区
長
さ
ん
の
仕
事
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
ま
と
め
て
見
ま
し
一
一
め
る
方
法
一

た

。

任

期

満

了

に

と

も

な

っ

て

四

月

か

ら

は

新

し

い

区

長

さ

ん

一

一

一

も
決
ま
り
、
四
十
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
の
時
で
も
あ
り
ま
す
の
一

区
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
推
一

で

ご

活

用

く

だ

さ

い

。

一

一

せ
ん
し
た
方
を
町
長
が
委
嘱
す
一

「
区
長
」
と
は
、
純
粋
に
は
一
外
に
、
区
長
と
い
う
立
場
に
あ
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

一

一

し

。

一

一
な
お
、
事
務
的
な
は
あ
く
の
一

「

向

が

た

の

ん

だ

仕

事

を

や

っ

一

ゃ

か

ら

れ

て

民

間

あ

る

い

は

区

↑

区

の

住

民

の

方

が

区

長

さ

ん

一

一

て

い

た

だ

く

方

」

と

い

ラ

意

味

十

独

自

の

仕

事

を

兼

務

し

て

い

る

一

を

推

せ

ん

す

る

方

法

は

、

指

名

一

一

方

法

と

し

て

は

で

す

。

一

と

い

う

こ

と

で

す

。

一

推

せ

ん

で

あ

ろ

ラ

が

投

票

で

あ

一

一

務

区

の

地

図

を

つ

く

る

こ

の

意

味

で

、

区

長

さ

ん

の

一

こ

ん

な

状

態

が

い

つ

の

間

に

一

ろ

ス

ノ

が

自

由

で

す

が

、

要

は

区

一

一

空

か

ら

自

分

の

区

が

一

望

一

身

分

は

「

特

別

職

公

務

員

」

と

一

か

定

ま

っ

て

し

ま

っ

て

、

い

ま

一

の

住

民

の

多

数

決

に

よ

る

推

せ

一

一

一

で

品

守

れ

ば

、

こ

れ

に

こ

し

た

一

な

る

の

で

す

。

一

で

は

「

区

長

の

仕

事

」

十

「

地

一

ん

意

志

の

決

定

が

必

要

で

推

せ

一

一

一

こ

と

は

な

い

が

、

不

可

能

な

し

か

し

、

実

際

に

区

長

さ

ん

一

区

独

自

の

仕

事

」

リ

区

長

の

仕

一

ん

の

な

い

人

を

区

長

に

委

嘱

は

一

一

一

こ

と

な

の

で

、

こ

の

代

わ

り

を

見

て

み

ま

す

と

、

決

し

て

町

一

事

、

と

い

う

の

が

常

識

の

よ

う

一

で

ま

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

一

一

一

に

机

の

上

で

見

お

ろ

せ

る

よ

一

が

お

ね

が

い

し

た

し

ご

と

(

区

一

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

す

。

一

一

う

、

区

の

地

図

(

世

帯

配

置

長

と

し

て

の

仕

事

)

だ

け

で

は

一

「

区

長

の

仕

事

(

町

が

お

ね

一

な

お

、

推

せ

ん

通

知

書

は

、

今

月

は

、

長

浜

水

族

館

の

近

一

一

図

)

を

つ

く

っ

て

お

く

。

地

お
さ
ま
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
一
が
い
す
る
仕
事
)
」
「
区
長
と
十
前
任
の
区
長
さ
ん
か
ら
出
し
て
一
辺
に
な
り
ま
す
四
十
六
区
を
た
一
一
図
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
す
o

一
い
ろ
名
に
あ
や
か
ら
れ
て
兼
務
一
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
ず
ね
、
区
長
さ
ん
の
話
を
も
と
一
一
①
む
だ
な
行
動
が
省
略
で
き

つ
ま
り
「
区
長
の
仕
事
」
以
一
さ
れ
て
い
る
仕
事
」
の
お
も
だ
一
す
。
一
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
o

な

お

二

一

る

③

常

に

区

全

体

を

見

つ

め

一

l

i

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

i

j

一

一

た

:

生

ま

れ

る

/

仕

事

一

一

一

一

一

一

!

i

冷

か

、

い

ろ

い

ろ

な

利

一

必

程

類

一

徴

収

金

の

徴

収

と

納

入

一

広

報

・

通

知

の

伝

達

↑

そ

の

他

一

任

務

一

一

一

点

が

ト

る

0

1

1

;

一

区

剛

ド

ー

ι

i

l

i

-

-

一

l

l

r

ー

一

一

↑

務

住

民

法

を

活

用

す

る

一

一

級

町

長

一

一

級

回

ら

ん

文

書

J

警

の

住

民

の

町

政

に

た

い

一

土

一

一

ー

な

ど

。

一

一

亡

綴

固

定

;

7

1
ん

文

書

以

外

の

文

書

量

一

宮

錯

す

上

申

連

一

五

一

一

国

長

国

語

れ

て

い

る

区

一

一

場

仕

一

級

軽

自

動

喜

一

明

一

務

個

人

通

知

書

一

一

お

一

一

一

圏

組

織

を

整

え

る

一

一

立

る

一

綴

有

線

放

送

電

話

使

用

料

↑

一

綴

国

民

年

金

旧

入

の

普

及

促

進

、

加

入

一

の

一

一

一

一

一

う

一

一

一

脱

退

な

ど

町

手

続

(

全

区

)

一

一

民

一

一

一

線

班

長

制

や

当

番

制

を

設

け

一

一

、

口

一

級

水

道

使

用

料

一

本

工

区

一

一

主

一

一

一

口

に

一

言

っ

て

、

こ

の

区

で

-

5

一

一

い

い

作

一

綴

ご

み

収

集

手

数

料

)

一

一

則

一

?

は

、

組

織

的

に

運

営

す

る

こ

と

一

川

ん

十

世

帯

も

の

こ

と

を

一

一

現

竺

脅

民

年

金

の

喜

一

一

一

一

間

一

一

と

、

記

録

と

事

務

整

理

に

重

点

一

区

長

ひ

と

り

で

お

こ

な

う

こ

一

一

川

、

/

一

種

置

涜

岡

崎

山

一

一

「

」

下

お

か

れ

て

お

り

、

こ

れ

ら

が

一

と

は

大

変

で

あ

る

し

、

ま

た

一

一

一

ー

一

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

-

T

I

l

l

一

一

快

適

な

運

営

を

も

た

ら

し

て

い

一

一

一務
N
H
K
テ

レ

ビ

、

ラ

ジ

オ

聴

視

料

の

一

級

交

通

安

全

の

思

想

の

普

及

促

進

(

全

一

一

一

一

日

ご

ろ

、

区

内

の

か

こ

が

た

一

~
徴
収
と
納
入
(
全
区
o
N
H
K
か
ら
一
区
o
交

通

安

全

と

な

り

組

長

と

し

一

一

一

一

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

事

一

の

声

を

吸

い

上

げ

る

こ

も

一

区

一

肋

一

の

依

頼

で

)

一

て

)

一

一

一

一

以

下

「

す

ば

ら

し

い

区

つ

く

一

困

難

で

す

o

こ
の
た
め
当
区
一

信
一
じ
務
交
通
安
全
協
力
費
の
徴
収
と
納
入
一
縁
日
本
赤
十
字
社
事
業
へ
の
協
力
の
普
一
一
一
一
り
」
に
向
つ
て
の
考
え
方
と
方
一
で
は
、
延
長
制
を
設
け
、
川
士
一

吋
一
村
一
戸
と
暗
唱
。
交
通
安
全
と
な
り
組
一
時
耕
一
ヂ
五
回
一
υ
館

側

一

巧

お

し

て

一

一

一

一

法

の

特

徴

を

紹

介

し

ま

す

。

一

事

を

分

担

し

て

お

こ

な

う

れ

一

町一時一

3
2
2
5品川一

3
3
5
3一
一
隅
一
二
三
三

mi---H7喜
一
三
一
同
町
長
巴

R
一

務

画

一

け

て

。

日

本

赤

十

字

社

の

依

頼

で

)

一

会

福

祉

協

議

会

か

ら

の

依

頼

で

)

一

お

一

一

こ

ん

な

考

え

一

て

い

る

要

素

だ

と

い

え

ま

す

兼
一
委
一
際
社
会
福
祉
協
議
会
賛
助
会
費
の
徴
収
一
級
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
の
普
及
促
一
一
び
一
一

J
7
6
E
Z
J

一
|
|
仮
に
二
十
世
帯
あ
っ
た

主

主

比

佐

官

長

猷

都

鮎

一

監

訴

事

智

弘

司

。

愛

一

一

ヱ

一

こ

ん

な

方

法

一

し

れ

れ

ー

ド

心

配

一

一

江

川

山

ら

一

か

仕

一

議

会

の

依

頼

で

)

一

一

一

表

一

一

f
L
「l
¥

一

一

一

一

一

代

一

一

協

力

が

得

ら

れ

れ

ば

、

ひ

と

古

物

語

諮

問

問

戸

一

一

一

即

一

一

A
内

の

こ

と

を

は

あ

く

す

出

日

見

守

場一

j
一

で

)

一

一

一

の

一

一

詳

し

け

れ

ば

詳

し

い

ほ

ど

よ

し

か

も

、

四

世

帯

ぐ

ら

い

の

立

一

一

一

一

内

田

一

い

。

こ

と

で

す

と

、

そ

れ

ぞ

れ

の

寸
配
副
む
配
引
っ

1

4

日

一

区

は

あ

く

す

る

と

い

う

こ

と

は

世

帯

主

活

の

実

情

な

ど

も

一
務
神
社
費
(
一
部
ま
た
は
全
部
の
区
)
一
務
神
社
の
こ
と
こ
部
ま
た
は
全
部
の
一
綴
お
こ
も
り
な
ど
の
一
一
日
や
二
日
で
済
む
と
い
う
よ
は
あ
く
で
き
、
区
内
の
か
た

限
一
容
付
錯
(
一
部
ま
た
は
全
部
の
区
)
一
私
自
認
一
世
主
主
の
区
)
務
運
動
会

J
4刊
一

九

日

日

比

け

む

引

い

M
I
再
開
持
制
μ
日

務

電

気

料

(

一

部

の

区

)

一

霧

区

内

の

旅

行

ま

た

は

一

ミ

1
1
1

一

一

全

区

)

一

っ

て

、

区

内

の

泊

子

治

十

と

交

モ

ノ

が

言

え

る

の

で

、

思

わ

綴

そ

の

他

な

ど

の

徴

収

と

納

入

一

一

一

流

を

は

か

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

ぬ

ト

ラ

ブ

ル

ご

と

な

ど

を

未

叩司-，:0"，"吋~.~.-.守"，，，，，.，，-.や旬司I!7'WLち砧玄i穂市市有町一ア司有甲烹究君事材育押す炉問主司てが司市湾初F押収事Fホヲ抗君事汚烹C存 可 ヂ 下

日
ご
ろ
、
地
区
住
民
の
た
め
ど
苦
労
さ
れ
て
い
る
各
区
長
さ
ん
の
任
期
は
二
年
。

こ
と
し
の
三
月
は
、
そ
の
任
期
切
れ
に
あ
た
り
、
新
区
長
さ
ん
の
選
出
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。町

内
の
区
長
さ
ん
は
、
全
部
で
百
五
十
一
人
。
再
選
さ
れ
た
方
も
あ
れ
ば
、
始
め
て
こ
の

職
に
つ
か
れ
た
方
も
お
あ
り
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
号
か
ら
「
わ
た
し
た
ち
の
区
」
と
題
し
て
、
各
区
の
運
営
の
し
か
た
の
特
徴
を

紹
介
し
、
「
す
ば
ら
し
い
区

q

つ
く
り
」
へ
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
o

自

分
た
ち
の
区
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
互
い
に
利
用
し
合
っ
て
い
た

だ
ま
た
い
も
の
で
す
。

よ
い
こ
と
を
マ
ネ
て
も
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら

:
o

i
l
-
-レ
i
;一!?;トト
J
紹
介
し
ま

一
の
最
初
で
す
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
一
す
。

(172号)

働
問
時
顎

Bまカ雪ナp幸罷

しまり

よ=、

あの

4用

仕事の
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、、
E

年一
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国

A
品
a

E

和一昭一

さ区長

(3) 

4騒

金!こはとくに襲違憲一

今回は

④ D 
し一回文
て目覧書に書「
おで+処がい
くわ人理 :つ
oか貰薄 L 、

る をど
よー わの
う般 かょ
に文 るう
記書 よな
録が う文

世帯配置図④ 
④

住

民

簿

一

B
;記
録
と
整
理
に
:

町
の
住
民
登
録
簿
を
コ
ピ
!
一
④
区
長
会
関
係
簿

し
た
も
の
で
す
o

一
区
長
(
全
体
)
会
な
ど
で
の

記
録
を
と
る
。



(41 (172号)

【
三
役
】

Eま1

町

長

助

役

収
入
役

【
総
務
課
】

課

長

増

田

(
庶
務
・
消
防
係
)

係

長

高

橋

技

師

窪

書

記

山

下

μ

平
田

投

手

山

下

婦
人
交
通
指
導
員

浦
上
恵
美
子

用

務

員

神

内

百

合

子

(
企
画
・
財
政
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長

日
田

隠
岐

上
川

門大西
国野田

博豊司
晴
茂一周知

憲
一
(
公
)

朝
子

豊
子

一
仁

カ雪な

慶龍稲
信法生

朝豆

統
計
主
事

書
記
補(

文
書
係
)

係

長

友

沢

敏

書

記

横

道

里

見

書

記

補

石

山

嘉

代

子

μ

山
本
多
喜
男

(
広
報
・
有
線
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長

石

丸

英

雄

書

記

山

下

国

広

臨

時

雇

西

村

厚

子

(

新

)

技

手

三

浦

義

直

グ

大

野

泰

俊

(
本
部
放
送
所
)

書

記

鎌

田

勝

子

技

手

補

河

井

美

枝

子

グ

松

岡

恵

子

グ

佐

野

満

子

ρ

満
永
知
佐
予

グ

友

沢

み

つ

子

グ

清

水

千

代

グ

久

保

美

恵

子

μ

松
本
喜
佐
子

臨
時
一
雇
一
成
田
ア
ケ
ミ

グ

山

本

百

々

枝

μ

脇
あ
っ
子
(
新
)

ρ

井
上
智
子
(
グ
)

(
櫛
生
中
継
所
)

I玄4用昭和46年 (1971年)

⑧ 

氏
名
の
下
に
(

)
書
き
が
あ

る
者
は
、
四
月
一
日
付
で
異
動
が
あ

っ
た
者
で
す
。
ま
た
(

)
内
の
文

字
は
、
前
任
の
所
属
課
、
所
名
の
頭

技

手

補

む

政

所

喜

代

子

臨

時

雇

松

本

美

和

子

片
岡
真
理
枝

(
白
滝
中
継
所
)

技

手

補

都

築

臨

時

雇

新

和小
枝富

【
開
発
課
】

課

長(
開
発
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長

泉

芳

信

上
田
富
喜
男

問

中

宏

幸

西
川
千
代
子

森

議

書書
グ記

補記(
調
査
係
)

係

長

山

崎

一

義

(

豊

公

)

臨
時
雇
宇
都
宮
芳
文
(
新
)

【
税
務
課
】

課

長

藤

岡

喜

代

夫

(
調
査
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長上

川

寓

敏

書

記

大

元

宗

一

グ

石

住

武

俊

書

記

補

植

杉

岳

士

山

グ

羽

衣

石

潤

子

臨

時

雇

浪

本

忠

則

(

新

)

(
収
納
係
)

係

長

真

鍋

典

秋

書

記

補

大

国

尚

子

グ

久

保

田

健

市

【
住
民
課
〕

課

長

兵

頭

(
住
民
係
)

係

長

西

山

進

書

記

宇

都

宮

寛

グ

小

石

玉

子

書

記

補

島

田

美

鈴

(

総

)

(
社
会
、
年
金
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長小

泉

周

書

記

山

根

カ

ヨ

子

グ

橋

本

初

子

書

記

補

叶

本

正

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

藤

本

信
男

富
雄

文
字
で
す
。

な
お
、
つ
ぎ
の
も
の
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

(公

)
H公
営
事
業
課
、
(
新

)
U新

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

石

内

義

盛

(
養
護
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
)

園

長

池

田

又

一

郎

調

理

士

新

家

千

鶴

看

護

婦

宮

川

サ

カ

ヱ

書

記

宮

下

紀

久

重

調

理

員

平

田

カ

ツ

子

寮

母

鶴

岡

ユ

リ

子

H

玉

井

亀

代

グ

上

回

ミ

ド

リ

臨
時
雇
永
一
木
喜
美
子
(
新
)

グ

山

中

イ

チ

ヱ

(

ニ

(
長
浜
保
育
所
)

所

長

心

得

二

宮

美

澄

保

母

川

崎

弘

子

μ

大

西

清

子

グ

友

永

悦

子三

好

五

月

グ

窪

久

美

子

調

理

員

閏

村

恒

子

臨

時

雇

東

咲

江

(

新

)

(
沖
浦
保
育
所
)

所
長
心
得
山
本
美
智
子

保

母

西

岡

房

子

グ

小

泉

徳

美

グ

藤

測

美

枝

子

(

喜

保

)

グ

中

見

光

江

(

長

保

)

H

日
田
康
子
(
櫛
保
)

技

手

浪

本

満

子

臨
時
一
雇
友
永
由
美
子
(
新
)
一

(

喜

多

灘

保

育

所

)

一

保

母

主

任

池

田

ス

ミ

子

一

臨
時
雇
一
城
戸
八
重
子
(
新
)
一

(

櫛

生

保

育

所

)

一

所

長

心

得

岡

本

美

代

子

一

保
母
堀
田
理
慧
子
(
沖
保
)
一

H

大

成

節

子

石
田
さ
と
子
(
長
保
)

技

手

泉

友

江

(

な

寮

)

(
出
海
保
育
所
〉

所

長

心

得

西

山

保

母

石

川

グ

水

本

グ

梶

本

調

理

員

田

丸

臨

時

雇

三

好

(
大
和
保
育
所
)

逸
子

令
子

恵
子

悦
子

富
枝

早
美
(
新
)

採
用
、
(
豊
公
)
日
豊
茂
公
民
館
、
(
総
)

H
総
務
課
、
(
喜
保

)
H喜
多
灘
保
育

所
、
(
長
保

)
H長
浜
保
育
所
、
(
中
寄
)

リ
長
中
寄
宿
舎
、
(
櫛
保

)
H櫛
生

所

長

心

得

玉

井

徳

美

保

母

山

本

コ

ト

エ

(

白

保

)

H

上
田
喜
久
子

調

理

員

児

玉

ク

ミ

子

(
豊
茂
保
育
所
)

保

母

小

西

照

子

臨
時
一
雇
一
都
田
悦
子

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

心

得

谷

川

俊

子

保

母

主

任

西

宮

幸

子

保

母

大

藤

恭

子

グ

城

ノ

戸

民

子

グ

矢

閲

栄

津

美

調

理

員

岡

崎

美

智

子

【
衛
生
課
】

課
長
し
坂
井
弥
八
郎
(
住
)

(
国
保
衛
生
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長池

上
昭
夫
(
住
)

保

健

婦

清

水

文

子

(

グ

)

書

記

山

本

勝

延

(

グ

)

技

手

西

本

幸

雄

(

総

)

看
護
婦
石
本
紀
美
子
(
住
〉

グ

高

田

美

香

7
)

書
記
補
村
上
隆
士
山
(
グ
)

臨
時
一
雇
一
宮
本
啓
子
(
新
)

(
青
島
診
療
所
)

看
護
婦
橋
本
ア
サ
子
(
住
)

(
櫛
生
診
療
所
)

看

護

婦

梶

村

亀

代

(

住

)

(
豊
茂
診
療
所
)

嘱

託

坂

田

嘉

代

(

住

)

(
白
滝
診
療
所
)

看
護
婦
平
田
美
佐
子
(
住
)

(
環
境
係
)

係

長

平

田

友

幸

(

開

)

技

手

草

川

勝

義

(

公

)

書

記

補

政

所

友

邦

(

税

)

嘱

託

松

岡

伊

一

郎

(

公

)

臨

時

雇

坂

東

敏

幸

(

グ

)

嘱

託

小

西

信

光

(

新

)

【
産
業
課
】

課

長

畑

山

鶴

夫

(
振
興
第
T
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長久

保

弘

込
岡
美
智
子

書
記
補

保
育
所
、
(
沖
保

)
H沖
浦
保
育
所
、

(
白
保
)
リ
白
滝
保
育
所
、
(
住
)
リ

住
民
課
、
(
開

)
H開
発
課
(
税
)

日
税
務
課
、
(
建

)
H建
設
課
(
相

公
)
N
H
桔
生
公
民
館

11 

安 計
資邦

洲
尾

山
本

(
振
興
第
2
係
)

係

長

大

野

智

書
記
補
石
田
伊
代
子
(
住
)

臨

時

雇

三

秋

敦

司

(

新

)

(
農
地
共
済
係
)

係

長

渡

辺

敬

書

記

久

保

博

道

書

記

補

山

根

勇

一

菊
地
洋
一

(
農
業
構
造
改
善
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長河

野

平

吉

仲
田
源
一

佐

々

木

隆

技

手

1
嘱

1

託

【
建
設
一
一
課
】

課

長

土

居

(
庶
務
港
湾
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長酒

井

義

南

港

務

所

長

小

川

平

(

公

)

書

記

仙

波

久

枝藤

沢

豊

彦

書

記

補

上

満

治

雄

(

開

)

技

手

補

新

田

道

夫

(

公

)

青
島
丸
船
長
立
脇
順
次
(
ニ

グ
機
関
長
立
脇
字
之
助
(
ニ

グ

甲

板

員

松

下

武

晴

?

)

(
工
務
係
)

係

長

上

田

邦

彦

技

手

木

下

保

利中

田

晋

丸
山
寿
一

森

川

純

行

笹
本
栄
一

佐
々
木
普
一

西

田

孝

岡
田
好
光
(
新
)

孝
童

臨技
時グ手グググ
雇補

【
会
計
室
】

四
郎

室

長

糸

井

(
出
納
係
〉

書

記

宮

岡

亀

古

書

記

補

大

野

八

恵

(
教
育
委
員
会
事
務
局
)

教

育

長

小

泉

茂

(
総
務
係
)

教
育
次
長
兼
係
長槙

尾
多
喜
夫

書

記

都

築

住

江

(
学
校
教
育
係
)

教
育
次
長
兼
係
長槙

尾
多
喜
夫

書

記

山

本

辰

雄

書

記

補

大

野

治

子

嘱

託

富

田

運

夫

(
社
会
教
育
係
〉

係

長

宮

田

猛

義

公
民
館
主
事
下
回
健
三

出
海
公
民
館
主
事和

田

正

義

相
生
公
民
館
主
事二

宮
正
昭
(
建
)

豊
茂
公
民
館
主
事一

宮
伸
昂
(
相
公
)

白
滝
公
民
館
主
事中

野

貴

夫

(
水
族
館
)

嘱

託

新

江

政

雄

(
体
育
館
)

嘱

託

木

村

カ

ツ

エ

(
長
浜
小
学
校
)

用

務

員

寺

坂

満

子

(
長
浜
中
学
校
)

書

記

槙

尾

ハ

ツ

子

用

務

員

坂

井

英

雄

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

栄

養

士

大

橋

京

子

寮

母

菅

野

律

子

嘱

託

中

谷

ト

リ

エ

グ

松

本

イ

ツ

ミ

(

新

)

【
議
会
事
務
局
】

事

務

局

長

平

井

書

記

日

野

源
一
~

敏
子

【
水
道
課
】

課

長

小

谷

(
上
水
道
係
)

係

長

波

多

野

進

技

手

矢

野

克

(

建

)

書

記

大

野

勇

書

記

補

中

野

健

蔵

グ

堀

口

英

子

(
工
業
用
水
道
係
)

課
長
補
佐
兼
係
長二

宮

喜
吉雄

園
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
白
滝
・
新
隆
吉
さ
ん
:
現
金
十
三
万
一

円
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一

5
月

次
の
よ
う
な
症

状
の
方
は
接
種

で
去
、
ま
せ
ん
。

だ さく利用ー-.. 
L申て'つiまろに-

1.... とく見える表はよのー
、ー・

し
っ
か
り
し
ぼ
っ

5
月
白
日

(
第
四火

曜
日
)

午
前
8
・
初

t
什


